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Diagnostic criteria for dry age-related macular

degeneration is described. Criteria include visual

acuity, fundscopic findings, diagnostic image find-

ings, exclusion criteria and classification of severity

grades. Essential findings to make diagnosis as

�geographic atrophy�are, 1) at least 250 mm in

／ ／diameter, 2) round／oval／cluster-like or geographic

in shape, 3) sharp delineation, 4) hypopigmentation

or depigmentation in retinal pigment epithelium, 5)

choroidal vessels are more visible than in surround-

ing area. Severity grades were classified as mild,

medium and severe by relation of geographic atrophy

to the fovea and attendant findings.

Nippon Ganka Gakkai Zasshi(J Jpn Ophthalmol Soc)

119：671-677, 2015.
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atrophy, Severity grades classification

視力，眼底所見，画像所見，除外規定，重症度分類か

らなる萎縮型加齢黄斑変性の診断基準を作成した．診断

に重要な ｢地図状萎縮｣の必須所見として，①直径 250

mm以上，②円形，卵円形，房状または地図状の形態，

③境界鮮明，④網膜色素上皮の低色素または脱色素変

化，⑤脈絡膜中大血管が明瞭に透見可能，のすべてを

満たすものとした．重症度分類は，地図状萎縮と中心窩

の位置関係および随伴所見によって軽症，中等症，重症

に分類した．(日眼会誌 119：671-677，2015)
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要 約

ガイドライン

萎縮型加齢黄斑変性の診断基準



Ⅰ 定 義

萎縮型加齢黄斑変性は，高齢者の黄斑部での，加齢に

よる網膜色素上皮，視細胞，脈絡膜毛細血管の萎縮性変

化，Bruch 膜の肥厚・変性に伴って視機能低下を来す疾

患である．滲出型加齢黄斑変性とともに加齢黄斑変性の

進行期の病型として分類される．眼底所見として，地図

状萎縮の存在が必須である．

なお，本診断基準作成にあたっては，欧米1)〜5)および

我が国6)における加齢黄斑変性の定義，重症度分類を参

考として決定した．

Ⅱ 診 断 基 準

�．視 力

視力の規定はない．

�．眼底所見(図 1)

年齢 50 歳以上の症例において，中心窩を中心とする

直径 6,000 mm以内の領域に以下の特徴を満たす地図状

萎縮を認める．

�) 必須所見：以下のすべてを満たすものを地図状萎縮

とする．

①直径 250 mm以上＊1

②円形，卵円形，房状または地図状の形態

③境界鮮明

④網膜色素上皮の低色素または脱色素変化

⑤脈絡膜中大血管が明瞭に透見可能
＊1：地図状萎縮の直径については，国際分類3)におけ

る大きさによるグレード分類から 250 mm(視神経

乳頭縁での網膜静脈径の直径の約 2倍)とした．

�) 参考所見：以下の所見が診断の参考になる．

①中心窩との位置関係は問わない．

②同一眼に複数の萎縮を認めることがある．

③両眼性のことがある．

④軟性ドルーゼン，reticular pseudodrusen，色素沈着

を伴うことがある．

⑤漿液性網膜色素上皮剝離，ドルーゼン様網膜色素上

皮剝離から生ずるものがある．

�．画像所見(図 2〜5)

光干渉断層計，眼底自発蛍光の以下の所見が参考とな

る．なお，フルオレセイン蛍光眼底造影，インドシアニ

ングリーン蛍光眼底造影は本症の診断に必須ではないが，

滲出型加齢黄斑変性との鑑別に有用である．

�) 光干渉断層計所見

①網膜色素上皮ラインの菲薄化
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図 1 萎縮型加齢黄斑変性の標準的眼底写真．

A：地図状萎縮が中心窩を含まない例，B：中心窩を含む例，C，D：中心窩を含む両眼例．

黄色矢印は地図状萎縮，B は軟性ドルーゼン(白矢印)，C，Dは軟性ドルーゼン(白矢印)と reticular pseudo-

drusen(青矢印)を伴っている．
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図 2 萎縮型加齢黄斑変性の画像所見．

A：眼底写真，B：眼底自発蛍光(FAF)，C，D：光干渉断層計(OCT)所見(Cの緑矢印はスキャンライン)．

地図状萎縮は中心窩を含まない．Reticular pseudodrusen を有するため重症度分類の ｢中等症｣に相当する．

図 3 萎縮型加齢黄斑変性の画像所見(図 1B症例)．

A：眼底写真，B：FAF，C：OCT所見(挿入画像の緑矢印はスキャンライン)．

地図状萎縮は中心窩を含む．重症度分類の ｢重症｣に相当する．ELM：外境界膜，RPE：網膜色素上皮．
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図 5 両眼性萎縮型加齢黄斑変性の画像所見(図 1C，D症例)．

A，B：眼底写真，C，D：FAF，E，F：OCT所見．

両眼性に複数の萎縮病巣が癒合した形態の地図状萎縮を認める．

両眼性で多発性，reticular pseudodrusen を有する．地図状萎縮が中心窩を含んでいるため，両眼とも重症

度分類の ｢重症｣に相当する．

図 4 蛍光眼底造影所見(参考所見)．

A：フルオレセイン蛍光眼底造影早期所見(1 分)，B：同後期所見(6 分)，C：インドシアニングリーン蛍光

眼底造影早期所見(1 分)，D：同後期所見(12 分)．

地図状萎縮部は，フルオレセイン蛍光眼底造影では，window defect による均一な過蛍光，インドシアニン

グリーン蛍光眼底造影早期では脈絡膜中大血管が明瞭にみられる．脈絡膜新生血管はみられない．
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図 6 除外規定．

A：錐体ジストロフィ，B：強度近視眼における網脈絡膜萎縮，C：慢性中心性漿液性脈絡網膜症，D：外傷

性網膜・脈絡膜打撲壊死の陳旧期，E：網膜色素上皮裂孔，F：光凝固瘢痕，G：加齢黄斑変性の他病型(滲

出型加齢黄斑変性の萎縮性瘢痕)，H：Gの OCT所見(挿入画像の緑矢印はスキャンライン)．網膜下線維性

瘢痕がみられることから滲出型加齢黄斑変性と診断する．



／② ellipsoid zone(いわゆる視細胞内節／外節ライン；

／IS／OS ライン)，interdigitation zone(いわゆる錐体

外節先端ライン；COSTライン)，外顆粒層の消失

③外境界膜ラインの途絶

④脈絡膜信号の増強

�) 眼底自発蛍光所見

①萎縮部の境界鮮明な低蛍光

②萎縮部周囲の不規則な過蛍光

�．除外規定(図 6)

以下の病変を除外する．

／�) 先天性／遺伝性疾患

先天性黄斑欠損，中心性輪紋状脈絡膜ジストロフィ，

Stargardt 病，Best 病，X染色体網膜分離症，錐体ジス

トロフィなどの黄斑ジストロフィ

�) 強度近視眼における網脈絡膜萎縮

�) 慢性中心性漿液性脈絡網膜症

�) 外傷性網膜・脈絡膜打撲壊死の陳旧期

�) 網膜色素上皮裂孔

�) 光凝固瘢痕

	) 加齢黄斑変性の他病型

地図状萎縮から脈絡膜新生血管を生じたものは滲出型

加齢黄斑変性に分類する．また，脈絡膜新生血管を伴う

滲出型加齢黄斑変性の治療後に生じた地図状萎縮は萎縮

型加齢黄斑変性とは区別する．

�．重症度分類(図 7)

視機能への影響，萎縮拡大，脈絡膜新生血管発生の危

険性7)〜12)を鑑みて，重症度を以下のように分類する．

�) 重症：中心窩を含む地図状萎縮を認めるもの．

�) 中等症：中心窩を含まないもので，①〜⑤の因子を

1つ以上認めるもの．

①多発性地図状萎縮7)

②両眼性地図状萎縮8)

③ 1 乳頭径以上の地図状萎縮8)

④僚眼に脈絡膜新生血管を持つもの9)

⑤大型のドルーゼン(直径 125 mm 以上)10)または re-

ticular pseudodrusen11)12)または色素沈着10)11)を認め

るもの．

�) 軽症：中心窩を含まないもので，①〜⑤の因子を 1

つも認めないもの．

利益相反：利益相反公表基準に該当なし
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図 7 萎縮型加齢黄斑変性の重症度分類．
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